
枚方市地域包括支援センター  聖徳園  

介護予防支援事業及び第１号介護予防支援事業運営規程 

 

（事業の目的） 

第１条 枚方市地域包括支援センター 聖徳園（以下「事業所」という。） 

において実施する指定介護予防支援事業及び第１号介護予防支援事業（以下「事業」と

いう。）の適正な運営を確保するために必要な人員及び基準に関する事項を定め、事業所

の保健師その他の介護予防支援に関する専門的な知識を有する職員（以下「担当職員」

という。）が、要支援者等からの相談に応じて、本人やその家族の意向等を基に、介護予

防サービスを適切に利用できるよう、サービスの種類内容等の計画を作成するとともに、

サービスの提供が確保されるよう指定介護予防サービス事業者等との連絡調整等その他

の便宜の提供を行うことを目的としている。 

 

（事業の運営方針） 

第２条 この事業所が実施する事業は、利用者が要支援状態になった場合においても、そ

の状態の軽減または悪化の防止に資するよう、利用者が可能な限りその居宅において、

尊厳を保持し、自立した生活を営むことができるように配慮したものとする。 

２ 利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者自らの選択に基づき

適切な保健医療サービス及び福祉サービスが、多様な事業者から総合的かつ効率的に提

供されるよう配慮して行う。 

３ 利用者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立って、利用者に提供される介

護予防サービス等が特定の種類又は特定の介護予防サービス事業者等に不当に偏するこ

とのないよう、公正中立に行う。また、利用者に対し、利用者は複数の指定介護予防サ

ービス事業者等を紹介するよう求めることができること等につき説明を行う。 

４ 事業を行うにあたっては、枚方市、医療機関、他の介護予防支援事業者、介護予防サ

ービス事業者、居宅介護支援事業者、介護保健施設、障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律（平成 17年法律第 123号）第 51条の 17第１項第１号に規

定する指定特定相談支援事業者、住民による自発的な活動によるサービスを含めた地域

における様々な取り組み等との連携に努める。 

５ 事業を行うにあたっては、介護予防の効果を最大限に発揮できるよう、次に掲げる事

項に留意して行う。 

（１）単に運動機能や栄養状態、口腔機能といった特定の機能の改善だけを目指すもので

はなく、これらの機能の改善や環境の調整などを通じて、利用者の日常生活の自立の

ための取り組みを総合的に支援することによって生活の質の向上を目指す。 

（２）利用者による主体的な取り組みを支援し、常に利用者の生活機能の向上に対する意

欲を高めるよう支援する。 



（３）具体的な日常生活における行為について、利用者の状態の特性を踏まえた目標を設

定し、利用者、サービス提供者等とともに目標を共有すること。 

（４）利用者の自立を最大限に引き出す支援を行うことを基本とし、利用者のできる行為

は可能な限り本人が行うよう配慮する。 

（５）サービス担当者会議等を通じて、多くの種類の専門職の連携により、地域における

様々な予防給付の対象となるサービス以外の保健医療サービスまたは福祉サービス、

当該地域の住民による自発的な活動によるサービス等の利用も含めて、介護予防に資

する取り組みを積極的に活用するものとする。 

（６）地域支援事業及び介護給付との連続性及び一貫性を持った支援を行うよう配慮する。 

（７）機能の改善の後についてもその状態の維持への支援に努めるものとする。 

 

（事業所の名称及び所在地） 

第３条 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

（１）名 称  枚方市地域包括支援センター聖徳園 

（２）所在地  枚方市牧野阪 2丁目 5-1上羽ビル 204号 

 

 

（職員の職種、員数及び職務内容） 

第４条 この事業所における職員の職種、員数及び職務の内容は次のとおりとする。 

（１）管理者 １名 

事業所における担当職員その他の従業者の管理、指定介護予防支援の利用の申し込

みに係る調整、業務の実施状況の把握その他業務管理を一元的に行うとともに、法令

等において規定されている指定介護予防支援事業の実施に関し、遵守すべき事項につ

いての指揮命令を行う。 

（２）主任介護支援専門員 １名以上 

 ① 被保険者の居宅サービス計画及び施設サービス計画の検証、その心身の状況、介

護給付等対象サービスの利用状況その他の状況に関する定期的な協議その他の取り

組みを通じて、当該被保険者が地域において自立した日常生活を営むことができる

よう、包括的かつ継続的な支援を行う。 

 ② 要支援者等からの相談に応じ、その心身の状況、その置かれている環境その他の

状況に応じて、その選択に基づき、介護予防サービスを適切に利用できるよう、サ

ービスの種類内容等の計画を策定するとともに、サービスの提供が確保されるよう

指定介護予防サービス事業者等との連絡調整等その他の便宜の提供を行う。 

（３）社会福祉士等 １名以上 

① 被保険者の心身の状況、その居宅における生活の実態その他の必要な実情の把握、

保健医療、公衆衛生、社会福祉その他の関連施策に関する総合的な情報の提供、関



係機関との連絡調整その他の被保険者の保健医療の向上及び福祉の増進を図るため

の総合的な支援を行う。 

  ② 被保険者に対する虐待の防止及びその早期発見のための事業その他の被保険者の

権利擁護のため必要な援助を行う。 

  ③ 要支援者等からの相談に応じ、その心身の状況、その置かれている環境その他の

状況に応じて、その選択に基づき、介護予防サービスを適切に利用できるよう、サ

ービスの種類内容等の計画を策定するとともに、サービスの提供が確保されるよう

指定介護予防サービス事業者等との連絡調整等その他の便宜の提供を行う。 

（４）保健師等  １名以上 

 ① 要支援者等からの相談に応じ、その心身の状況、その置かれている環境その他の

状況に応じて、その選択に基づき、介護予防サービスを適切に利用できるよう、サ

ービスの種類内容等の計画を策定するとともに、サービスの提供が確保されるよう

指定介護予防サービス事業者等との連絡調整等その他の便宜の提供を行う。 

② 被保険者が要支援・要介護状態等となることを予防するため、その心身の状況、

その置かれている環境その他の状況に応じて、その選択に基づき、適切な事業が包

括的かつ効率的に提供されるように必要な援助を行う。 

 

（営業日及び営業時間） 

第５条 事業所の営業日及び営業時間は次のとおりとする。 

 （１）営業日  月曜日～金曜日 ただし祝日は休み。 

 （２）営業時間  午前 ９時 から 午後 １７時３０分までとする。 

 

（介護予防支援の提供方法及び内容） 

第６条 「枚方市指定介護予防支援等に関する基準を定める条例（平成 26年枚方市条例

第 52 号）」（以下「条例」という。）に定める内容を遵守するものとし、指定介護予防

支援の提供方法及び内容は次のとおりとする。 

 １ 利用者からの介護予防サービス計画作成依頼等に対する相談対応 

    当事業所内相談室 

 ２ 課題分析 

  （１）課題分析の実施にあたっては、利用者の居宅を訪問し、利用者及びその家族に 

    面接して行う。 

  （２）課題分析の実施に当たっては、利用者の生活機能や健康状態、置かれている環

境等生活全般についての状態を十分把握した上で、次に掲げる領域ごとに利用者

の日常生活の状況を把握し、利用者及び家族の意向を踏まえて、利用者が現に抱

えている問題点を明らかにするとともに、介護予防の効果を最大限に発揮し、利

用者が自立した生活を営むことができるように支援すべき総合的な課題を把握す



る。 

    （１）運動及び移動 

    （２）家庭生活を営む日常生活 

    （３）社会参加並びに対人関係及びコミュニケーション 

    （４）健康管理 

 ３ 介護予防サービス計画原案の作成 

   利用者及びその家族の希望並びに利用者について把握された解決すべき課題に基づ

き、利用者が目標とする生活、専門的観点からの目標と具体策、利用者及び家族の意

向を踏まえた具体的な目標を設定するとともに、目標達成のための支援の留意点、本

人及び介護予防サービス事業所等が目標を達成するために行うべき支援の内容並びに

その期間等を記載した介護予防サービス計画の原案を立案する。 

 ４ サービス担当者会議等の実施等 

   介護予防サービス計画原案に位置づけた指定介護予防サービス等の担当者を招集し

た、利用者本人を含めたサービス担当者会議の開催、担当者に対する照会等により、

利用者の状況等に関する情報を担当者と共有するとともに、介護予防サービス原案の

内容について、担当者から専門的見地からの意見を求める。 

 ５ 介護予防サービス計画の確定 

   担当職員は、介護予防サービス計画に位置づけた介護予防サービス等について、保

険給付の対象となるか否かを区分した上で、その種類、内容、利用料等について利用

者及びその家族に対して説明し、文書により利用者の同意を得るものとする。 

 ６ 個別サービス計画の作成の指導 

   担当職員は、介護予防サービス計画に基づき、介護予防サービス事業者に対して、

個別のサービス計画の作成を指導する。 

 ７ サービス実施状況の継続的な把握 

   介護予防サービス計画の作成後においても、利用者及びその家族、指定介護予防サ

ービス事業者等との連絡を継続的に行うことにより、介護予防サービス計画の実施状

況や利用者の状態や解決すべき課題等についての把握を行うと共に、必要に応じて介

護予防サービス計画の変更、指定介護予防サービス事業者等との連絡調整その他の便

宜の提供を行う。 

 ８ 目標達成状況の評価 

   担当職員は、介護予防サービス計画に位置づけた期間が終了するときは、当該計画

の目標の達成状況について、評価を行う。 

  

（利用料等） 

第７条 介護予防支援の利用料その他の費用は次のとおりとする。 

１ 法定代理受領以外の利用料は、厚生労働大臣が定める基準（告示上の報酬額）による



ものとする。 

２ 提供した指定介護予防支援について法定代理受領以外の利用料の支払いを受けた場合、

領収書及び指定介護予防支援提供証明書を交付する。 

 

 

（通常の事業の実施地域） 

第８条 通常の事業の実施地域は、枚方市の第３生活圏域とする。 

 

（虐待の防止のための措置に関する事項） 

第９条 事業者は、事業所における虐待の防止に関し、次の各号に掲げる措置を講じるも 

のとする。 

 （１）虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結 

果について、担当職員に周知徹底を図るものとする。 

 （２）虐待の防止のための指針を整備するものとする。 

 （３）事業所において、担当職員に対し、虐待の防止のための研修を定期的に実施する 

ものとする。 

 （４）前３号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置くものとする。 

 

（介護予防支援業務の委託について） 

第 10 条 事業者が、居宅介護支援事業者へ介護予防支援業務の委託を実施する場合には、

条例の規定に基づき適正に実施するものとする。 

２ 前項の規定のほか、委託の実施については以下のとおり行うものとする。 

  （１）事業者は、第６条第２項から第８項までの業務について、要件を満たすものと

して枚方市が認めた居宅介護支援事業者に委託を行うことができる。 

  （２）委託先の居宅介護支援事業者の選定に際しては、利用者の希望を可能な限り尊

重するものとする。 

  （３）委託先の居宅介護支援事業者の選定に際しては、公平・中立の立場で行うもの

とする。 

  （４）事業者からの委託を受けた居宅介護支援事業所に所属する介護支援専門員が業 

務を行う場合においても、この運営規程を遵守させるものとする。 

 

（その他運営に関する重要事項） 

第 11条 本事業所は、介護予防支援の質の評価を行い、常にその改善を図ることとし、業

務の執務体制についても検証、整備する。 

２ 本事業所は、職員の質的向上を図るために研修の機会を次のとおり設けるものとする。 

 （１）任用時研修  任用後 ２ヶ月以内 



 （２）継続研修   年 １回以上 

３ 職員は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。 

４ 職員であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるため、職

員でなくなった後においてもこれらの秘密を保持すべき旨を、従業者との雇用契約の内

容とする。 

５ 利用者に対する指定介護予防支援の提供により事故が発生した場合は、速やかに市町

村・利用者・予め利用者が指定した利用者の家族等に連絡を行うとともに、必要な措置

を講ずるものとする。 

６ 利用者に対する指定介護予防支援の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、

速やかに損害賠償を行うものとする。 

７ この規程に定める事項のほか、運営に関する重要事項は 社会福祉法人聖徳園 と当

事業所の管理者及び枚方市との協議に基づいて定めるものとする。 

 

 


